
学校規模適正化に向けて再スタート
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令和5年（2023年） No.204

３
頂き目指して歩を進める　獅子島ウォーク2023
学校規模適正化に向けて再スタート

「書かない窓口」が始まります
マスク着用が変わります　～新型コロナニュース～
軽自動車の各種手続きは早めに
制服リユース事業を行います
生涯学習学級のご案内
ながしまエコ通信
ながしま軽トラ市を開催します
地域包括支援センターだより
相続登記申請が義務化されます
町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸
町立図書館のおすすめ
Happy Smile ～１歳おめでとう～
うぶ声・お悔やみ・お礼

［裏表紙］キャンペーンレディの長島魅力発信
編集後記

２月５日（日） 10時38分

令和5年２月28日現在 ※（  ）は前月比

世帯 4,386 （ー４）

（ー１）

（ー４）

（ー５）

5,005
4,780
9,785

女性

男性

人口

２月５日、獅子島ウォーク
が参加者を限定して開催
されました。

参加者にカメラを向け
ると、笑顔でポーズを取
っていました。
　当日の様子を本紙３ペ
ージに掲載していますの
で、ぜひご覧ください。
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２
月
５
日
、
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
が

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
愛
知
県
や
宮
崎
県
な
ど
か
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
し
、
獅
子
島
の
自
然

や
町
の
特
産
品
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
を

発
着
点
に
、島
内
最
高
峰
の
七
郎
山（
標

高
３
９
３
㍍
）
を
折
り
返
す
13
㌔
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
獅
子
島
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
岡
下
亮
一
大

会
実
行
委
員
長
が
「
景
観
や
特
産
物
な

ど
獅
子
島
の
魅
力
を
存
分
に
楽
し
ん

で
歩
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は

気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
な
が
ら
、
山

頂
目
指
し
て
歩
を
進
め
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
は
、
会
場
内
で
抽
選
会
や

特
産
品
販
売
、
地
元
婦
人
会
か
ら
の
ア

オ
サ
汁
と
お
に
ぎ
り
の
提
供
が
あ
り
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
か
ら
参
加
し
た
鮫
島
太と

お
る

さ
ん
は
「
獅
子
島
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り

味
わ
え
る
最
高
の
時
間
だ
っ
た
。
ま
た

参
加
し
た
い
」と
充
実
し
た
様
子
で
し
た
。

　一斉にスタートする参加者

あいさつを述べる
岡下実行委員長

　オープニングを飾った獅子島太鼓

　ポンカンで道中の疲れを癒やす　特産品が当たり満足した様子の参加者

03  ｜  広報ながしま  2023年３月号

頂
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目
指
し
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歩
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進
め
る
～
獅
子
島
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ォ
ー
ク
２
０
２
３
～



第
１
回
長
島
町
立
小
中
学
校
等

統
合
再
編
推
進
委
員
会
を
開
催

町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
効
果
を
第
一
に
考
え
て
、
適
正
規
模
の
学

習
集
団
を
編
成
し
、
学
校
が
最
大
限
の
機
能

を
発
揮
で
き
る
教
育
環
境
を
作
り
出
す
た
め

に
、
い
か
に
学
校
の
再
編
整
備
を
進
め
て
い

く
か
を
本
町
の
教
育
行
政
の
最
重
要
課
題
と

し
て
捉
え
、
小
中
学
校
の
配
置
・
再
編
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
や

学
校
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
の
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
小
中
学
校
の
統
合
再
編
を
検
討
し

て
学
校
教
育
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

町
教
育
委
員
や
学
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
代

表
30
人
で
「
長
島
町
立
小
中
学
校
等
統
合
再

編
推
進
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
第
１
回

目
の
推
進
委
員
会
で
は
、
長
島
本
島
地
区
の

中
学
校
は
１
校
に
再
編
、
小
学
校
は
複
式
学

級
の
解
消
を
図
っ
て
い
く
と
定
め
た
統
合
再

編
方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〇
特
認
校
な
ど
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

【
回
答
】

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
て
い

る
子
ど
も
た
ち
へ
の
配
慮
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
特
認

校
は
母
体
と
な
る
学
校
の
児
童
数

に
よ
っ
て
学
級
数
が
変
わ
り
、
教

職
員
の
配
置
人
数
が
決
ま
る
た
め
、

長
島
町
内
で
特
認
校
制
度
は
現
在

考
え
て
い
な
い
。

※
特
認
校
制
度
と
は
、
自
然
豊
か

な
環
境
に
恵
ま
れ
た
小
規
模
校
の

特
性
を
生
か
し
、
心
身
の
健
康
増

進
と
と
も
に
、
自
然
に
触
れ
る
中

で
学
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
し
た
い
な

ど
と
希
望
す
る
者
を
一
定
の
条
件

を
付
し
、
特
別
に
入
学
を
認
め
る

制
度
。

〇
統
合
再
編
方
針
の
小
学
校
に
お

け
る
１
学
級
の
児
童
数
に
つ
い
て
、

現
在
の
児
童
数
か
ら
考
え
る
と
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。
小
学
校
も

統
合
再
編
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

【
回
答
】

あ
く
ま
で
も
望
ま
し
い
学
校
規

模
と
し
て
の
理
想
の
人
数
で
、
現

在
は
１
学
級
35
人
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
集
団
の
中
で
多
様

な
見
方
、
考
え
方
を
学
び
合
う
環

境
を
作
る
た
め
に
は
、
ま
ず
複
式

学
級
の
解
消
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

〇
免
許
外
教
科
担
任
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
。

【
回
答
】

免
許
外
教
科
担
任
は
、
専
門
教

科
の
教
員
免
許
状
だ
け
で
は
な
く
、

別
の
教
科
の
免
許
を
臨
時
で
取
得

す
る
こ
と
で
教
え
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
免
許
外
教
科
担
任
の
解

消
を
す
れ
ば
、
専
門
教
科
に
専
念

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
教
員

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。
長
島

町
の
現
状
は
、
生
徒
数
・
学
級
数

が
少
な
い
こ
と
で
全
教
科
担
任
を

全
中
学
校
に
配
置
す
る
こ
と
が
で

き
て
お
ら
ず
、
専
門
外
の
教
科
を

臨
時
免
許
と
し
て
取
得
し
、
一
人

で
複
数
の
教
科
担
任
を
し
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

〇
住
民
投
票
を
す
れ
ば
、
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
か
ら
も
理
解
が
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

〇
少
人
数
の
中
で
も
児
童
、
教
員
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
。
地
元
に
愛
さ
れ
て
い
る
学

校
も
あ
る
た
め
、
で
き
れ
ば
学
校

を
残
し
て
ほ
し
い
。

〇
こ
れ
ま
で
の
統
合
再
編
で
も
反

対
意
見
が
あ
っ
た
が
、
保
護
者
は

統
合
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
今
回
も
統
合
再

編
す
べ
き
だ
。

〇
宮
之
城
中
学
校
が
統
合
し
て
目

に
見
え
て
変
わ
っ
た
の
は
部
活
動

が
強
化
さ
れ
た
こ
と
だ
と
聞
い
た
。

専
科
の
教
員
が
複
数
名
い
る
こ
と

で
学
力
向
上
の
面
で
も
期
待
が
持

て
る
た
め
、
統
合
再
編
に
は
賛
成
。

〇
自
分
の
子
ど
も
が
通
っ
て
い
る

中
学
校
は
部
活
動
の
選
択
肢
が
少

な
く
、
希
望
す
る
部
活
動
が
で
き

な
い
こ
と
で
意
欲
が
低
下
し
て
い

る
子
ど
も
も
い
る
。
選
択
肢
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も

の
意
欲
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

〇
学
校
が
な
く
な
れ
ば
地
域
が
廃

れ
る
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
第
一
に
考
え

れ
ば
あ
る
程
度
の
人
数
の
中
で
学

ぶ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
ま
た
、

通
学
距
離
が
遠
く
な
る
子
ど
も
も

増
え
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

整
備
も
考
え
て
ほ
し
い
。

〇
今
回
の
統
合
再
編
方
針
に
賛
成

で
も
反
対
で
も
な
い
が
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
ど
う
す
る
こ
と
が

一
番
い
い
の
か
を
優
先
し
て
ほ
し
い
。

町
教
育
委
員
会
で
は
今
後
、
町

内
の
中
学
校
が
抱
え
る
問
題
、
課

題
、
生
徒
数
の
将
来
見
込
み
な
ど

を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
歩
み
や
経
緯
を
踏
ま
え
て
、

再
編
後
の
中
学
校
と
し
て
必
要
な

規
模
・
機
能
の
検
討
、
再
編
候
補

地
の
検
討
や
住
民
説
明
会
の
開
催

な
ど
を
行
い
、
基
本
構
想
・
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

学
校
規
模
適
正
化
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
再
ス
タ
ー
ト

〇
長
島
本
島
地
区
に
お
け
る
小
中
学
校
の

統
合
再
編
方
針

１

現
状
と
課
題

長
島
町
立
小
中
学
校
再
編
に
関
し
て
は
、
平

成
27
年
第
２
回
長
島
町
議
会
臨
時
会
で
の
中
学

校
１
校
案
の
否
決
を
受
け
、そ
の
後
町
長
部
局
、

町
教
育
委
員
会
、
町
議
会
の
合
意
の
も
と
中
学

校
２
校
案
を
推
進
し
た
も
の
の
、
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
の
結
果
、
反
対
多
数
と
な
り
、
中

学
校
の
統
合
は
進
ん
で
い
な
い
。

本
町
の
児
童
生
徒
数
は
10
年
前
と
比
較
す
る

と
約
10
㌫
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
今
後

も
減
少
が
続
く
予
想
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
中
学
校
で
は
、
全
教
科
の
教
員
（
専
門

の
教
員
）
が
配
置
で
き
な
い
な
ど
の
教
育
条
件

の
格
差
や
希
望
す
る
部
活
動
が
で
き
な
い
な
ど

喫
緊
の
課
題
が
あ
る
。

２

本
町
に
お
け
る
望
ま
し
い
学
校
規
模

（
１
）
小
学
校

１
学
級
の
児
童
数
は
25
人
か
ら
30
人
程
度
、

１
学
年
の
学
級
数
は
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
な
２

学
級
以
上
が
望
ま
し
い
。

（
２
）
中
学
校

１
学
級
の
生
徒
数
は
30
人
程
度
、
免
許
外
教

科
担
任
の
解
消
や
集
団
学
習
の
弾
力
的
な
編
成

が
可
能
と
な
る
１
学
年
３
学
級
以
上
が
望
ま
し
い
。

３

本
島
地
区
に
お
け
る
小
中
学
校
再
編
方
針

（
１
）
小
学
校

複
式
学
級
の
解
消

複
式
学
級
は
小
規
模
校
の
良
さ
が
あ
る
一

方
、
少
人
数
と
い
う
こ
と
か
ら
集
団
で
の
多
様

な
考
え
方
に
触
れ
る
機
会
や
学
び
合
い
、
切
磋

琢
磨
す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
や
す
い
こ
と
か

ら
、
複
式
学
級
の
解
消
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

（
２
）
中
学
校

１
校
に
再
編

免
許
外
教
科
担
任
の
解
消
と
集
団
学
習
の
弾

力
的
な
編
成
の
た
め
教
員
確
保
が
可
能
と
な

り
、
希
望
す
る
部
活
動
で
活
動
で
き
る
環
境
整

備
や
高
校
進
学
時
の
大
き
な
環
境
変
化
の
解
消

を
図
る
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
１

校
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

再
編
場
所
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
や
地
域
の

意
見
、
財
政
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
た
め
、
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

〇
小
学
校
の
複
式
学
級
解
消
に
つ
い
て
は
賛

成
。
中
学
校
１
校
を
長
島
高
校
跡
地
に
す
る

と
な
れ
ば
、
建
物
は
取
り
壊
し
に
な
る
の
か
。

【
回
答
】

再
編
場
所
に
つ
い
て
は
白
紙
の
状
態
で
あ
る
。

〇
教
育
委
員
会
は
４
つ
の
学
校
が
統
合
し
た

宮
之
城
中
学
校
を
視
察
研
修
し
て
い
る
。
そ

の
時
の
研
修
内
容
は
。

【
回
答
】

さ
つ
ま
町
立
宮
之
城
中
学
校
は
、
旧
宮
之

城
町
、
旧
薩
摩
町
、
旧
鶴
田
町
に
あ
る
４
つ

の
中
学
校
を
１
校
に
再
編
し
、
令
和
元
年
度

に
開
校
し
て
い
る
。
生
徒
数
は
５
１
７
人（
令

和
４
年
５
月
１
日
現
在
）の
大
規
模
校
で
あ
る
。

再
編
の
経
緯
と
し
て
は
、
さ
つ
ま
町
教
育

委
員
会
で
は
当
初
、
４
中
学
校
を
２
校
に
再

編
す
る
と
い
う
案
を
進
め
て
い
た
が
、
住
民

説
明
会
の
中
で
、
最
初
か
ら
１
校
に
再
編
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
住
民
か
ら
多
く
寄

せ
ら
れ
た
た
め
、
１
校
に
再
編
と
な
っ
た
。

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
以
前
は
地
域
の
反

対
に
よ
り
再
編
が
実
現
で
き
な
っ
た
が
、
現

在
で
は
地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
再
編
が
進

ん
で
い
る
。

委
員
会
の
主
な
質
問

委
員
会
の
主
な
意
見
・
要
望

問い合わせ先
町教育委員会教育総務課
☎（88）5679［直通］

推
進
委
員
会
資
料
は

町
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。

　推進委員会の様子
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３
月
24
日
か
ら
、
役
場
本
所
１

階
と
指
江
支
所
１
階
の
窓
口
で
行

う
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
発
行
な

ど
の
手
続
き
で
、
申
請
書
の
記
入

が
不
要
な
「
書
か
な
い
窓
口
」
が

始
ま
り
ま
す
。

窓
口
に
来
ら
れ
た
と
き
に
、
職

員
が
作
成
し
た
届
出
書
を
確
認
し
、

署
名
を
す
る
こ
と
で
手
続
き
が
で

き
る
た
め
、
手
続
き
に
か
か
る
時

間
の
短
縮
と
届
出
書
記
入
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
手
続
き
は
次
の
と

お
り
で
、
ほ
か
の
手
続
き
も
随
時

対
象
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

申
請
後
の
証
明
書
な
ど
の
受
け

取
り
や
手
数
料
の
支
払
い
方
法
は

変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問い合わせ先
役場町民保健課戸籍住民係

☎（86）1157［直通］

「
書
か
な
い
窓
口
」
が
始
ま
り
ま
す

　役場本所１階の窓口

〇
対
象
と
な
る
手
続
き

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登

録
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄
本
な

ど
各
種
証
明
書
の
発
行

書
か
な
い
窓
口
の
申
請
方
法
（
イ
メ
ー
ジ
）

①　本人確認書類を提示し、質問事項に答え
るだけで、職員が申請書などを作成します。

②　完成した申請書などの内容を確認し、
署名をするだけで申請ができます。

質問に答えるだけ！署名するだけ！

広報ながしま  2023年３月号  ｜  06



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
の
着
用
は

極
め
て
重
要
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
こ
れ
ま
で
マ
ス
ク
の
着
用

に
つ
い
て
、
屋
外
で
は
原
則
不
要
、
屋
内
で

は
原
則
着
用
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
13

日
か
ら
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
と
し
ま
し

た
。

本
人
の
意
思
に
反
し
て
マ
ス
ク
の
着
脱
を

強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

マ
ス
ク
着
用
が
変
わ
り
ま
す
～
新
型
コ
ロ
ナ
ニ
ュ
ー
ス
～

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
役場介護環境課環境衛生係

☎（86）1153［直通］

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
毎
年
４
月
１

日
時
点
に
登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
な
ど

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

名
義
変
更
や
廃
車
な
ど
の
各
種
手
続
き
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動

車
に
つ
い
て
は
、
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
り
付
け
が
法

令
上
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

車両の種類 手続きの場所

原動機付自転車（125cc 以下の
ものおよびミニカー）

小型特殊自動車

役場税務課
指江支所総合管理課
※譲渡による名義変更の場合は、譲渡
証明書が必要です。
※同一世帯外のかたによる代理申告の
場合は、委任状が必要です。

軽自動車
一般社団法人全国軽自動車協会連合会
鹿児島事務所
☎ 099（286）4011

排気量 125cc を超える二輪車 国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局
☎ 050（5540）2089

問い合わせ先
役場税務課軽自動車税係
☎（86）1172［直通］

軽
自
動
車
の
各
種
手
続
き
は
早
め
に
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町
で
は
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な

く
な
っ
た
り
、
子
ど
も
が
卒
業

し
た
り
し
て
不
要
に
な
っ
た
制

服
な
ど
を
、
希
望
者
に
無
償
で

提
供
す
る
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業

を
行
い
ま
す
。

協
力
い
た
だ
け
る
か
た
は
、

事
業
開
始
時
期
ま
で
廃
棄
せ
ず

に
、
自
宅
で
保
管
を
お
願
い
し

ま
す
。

制
服
の
受
け
取
り
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
下
記
の
配
布
日

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
行
い
ま
す

〇
募
集
期
間

５
月
８
日
（
月
）
～

19
日
（
金
）
の
平
日

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

〇
回
収
場
所

長
島
町
役
場
・
指
江
支
所　
　

１
階
ロ
ビ
ー

〇
配
布
日

５
月
28
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
な
く
な
り
次
第
終
了

〇
配
布
場
所

長
島
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

制服
冬服 上着

ズボン・スカート
夏服 ズボン・スカート
シャツ・ブラウス

体操服 上・下

制服
冬服 上着

ズボン・スカート
夏服 ズボン・上着・スカート
シャツ・ブラウス

体操服 上・下
ジャージ 上・下

リユース対象（小学校）

リユース対象（中学校）

※全て町内小中学校指定のものに限ります。
上記以外のものは受け取りません。

問い合わせ先
役場福祉事務所子育て支援係

☎（86）1146［直通］

町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
習
学
級
を
15
教
室
開
設
し
、

計
２
１
７
人
の
皆
さ
ん
が
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
き
が
い
作
り
や
仲
間
作
り

の
た
め
に
、
一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学　　級　　名 内　　　　容 代　　表　　者
手芸教室 ポーチなど手芸作品作り 千　　清子

コール　うずしお コーラスなどの歌 山﨑　祐子
長島史談会 長島町の郷土史研究 池田　尚正

ちぎり絵教室 ちぎり絵で作品作り 田中　紀代
東陶芸クラブ 陶芸作品作りと発表会 竪山　隆一
明神俳句会 毎月お題を決めて俳句作り 関　佳代美

太極拳長島教室 太極拳を取り入れた健康体操 石橋　郁美
長島町囲碁同好会 基本から応用までの囲碁 榎田　一幸

ながしまひょっとこ会 ひょっとこ踊り 追田　ヒデ子
獅子島親子読書会 獅子島の子どもを中心とした読書 川路　勇策
獅子島七郎太鼓 基礎から学ぶ太鼓演奏 岩下　昭人

汐見樽太鼓 伝統ある樽太鼓の演奏 小屋　正隆
フルール倶楽部 季節に合ったフラワーアレンジ 飯尾　千幸
リルリルクラブ 健康運動で楽しく筋力作り 村尾　美代子

長島新風塾 町おこしアイデアの研究 下塩見　浩

問い合わせ先
町教育委員会社会教育課
☎（88）6500［直通］

広報ながしま  2023年３月号  ｜  08
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涯
学
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の
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内



食
用
油
回
収
に
協
力
く
だ
さ
い

町
で
は
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な

く
な
っ
た
り
、
子
ど
も
が
卒
業

し
た
り
し
て
不
要
に
な
っ
た
制

服
な
ど
を
、
希
望
者
に
無
償
で

提
供
す
る
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業

を
行
い
ま
す
。

協
力
い
た
だ
け
る
か
た
は
、

事
業
開
始
時
期
ま
で
廃
棄
せ
ず

に
、
自
宅
で
保
管
を
お
願
い
し

ま
す
。

制
服
の
受
け
取
り
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
下
記
の
配
布
日

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
習
学
級
を
15
教
室
開
設
し
、

計
２
１
７
人
の
皆
さ
ん
が
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
き
が
い
作
り
や
仲
間
作
り

の
た
め
に
、
一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
が
し
ま
軽
ト
ラ
市
を
開
催
し
ま
す

町
で
は
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
の

食
用
油
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を

行
っ
て
お
り
、
食
用
油
を
回
収

し
再
利
用
す
る
こ
と
で
環
境
保

全
に
努
め
て
い
ま
す
。

食
用
油
な
ど
を
下
水
道
に
廃

棄
す
る
と
、
悪
臭
の
原
因
や
赤

潮
発
生
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
ま

す
。食

用
油
回
収
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｈ
ｏ
ｗ
ｔ
ｏ

21
ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
」
の
吉
井
秀
之
代

表
は
「
食
用
油
の
廃
棄
は
環
境

破
壊
に
つ
な
が
る
。
長
島
の
き

れ
い
な
環
境
を
守
る
た
め
に
、

今
後
も
回
収
し
て
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

回
収
し
た
食
用
油
は
飼
料
や

肥
料
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
芯
な
ど

に
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
次
の
日
程
で
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
協

力
く
だ
さ
い
。

〇
回
収
日

・
長
島
本
島
地
区

毎
月
第
２
・
第
４

金
曜
日

・
獅
子
島
地
区

偶
数
月
の
第
３

金
曜
日

〇
回
収
場
所

各
集
落
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問い合わせ先
役場介護環境課環境衛生係

☎（86）1153［直通］

第
７
回
ふ
れ
あ
い
・
な
が
し

ま
軽
ト
ラ
市
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
チ
ビ
ッ

子
広
場
を
開
催
し
ま
す
。

商
工
会
事
業
者
な
ど
に
よ
る

自
社
商
品
の
販
売
ブ
ー
ス
や
楽

器
演
奏
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。当

日
は
、
商
工
会
女
性
部
に

よ
る
先
着
１
０
０
人
へ
の
し
し

汁
の
提
供
や
１
等
３
万
円
の
商

品
券
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
に
よ
る
豪
華
抽
選
会
が
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
が
遊
べ
る
ブ
ー
ス
で

は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
に
よ
っ
て
延
期
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

〇
日
時

３
月
21
日
（
火
）

春
分
の
日

午
前
10
時
～
午
後
２
時

〇
場
所

日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー

敷
地
内

問い合わせ先
長島町商工会

☎（86）0209

前回の軽トラ市の様子

　蔵之元集落に設置している回収ボックス

　回収された食用油
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町
で
は
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
本
人
や
家
族
を
温
か

く
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
２
月
末

現
在
で
、
８
５
３
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
は
、
認
知
症
と
は
何
か
、
主

な
症
状
、
早
期
受
診
が
必
要
な

理
由
、
正
し
い
対
応
方
法
な
ど

初
め
て
の
か
た
に
も
分
か
り
や

す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
近
所
や
ス
ー
パ
ー

の
レ
ジ
、
金
融
機
関
、
病
院
な

ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
、
あ
な

た
の
温
か
い
見
守
り
や
声
掛
け

が
あ
る
と
、
安
心
し
て
過
ご
せ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
認
知
症

が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
誰
も

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
正
し
い
理
解
者
を
町
全
体

で
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

講
座
を
受
け
た
か
た
に
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
と
し

て
オ
レ
ン
ジ
色
の
バ
ン
ド
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

リ
ン
グ
は
認
知
症
を
支
援
す

る
目
印
で
、
連
携
の
し
る
し
に

も
な
り
ま
す
。

学
校
や
職
場
で
も
講
座
を
開

催
で
き
ま
す
の
で
、
福
祉
学
習

や
職
員
研
修
と
し
て
活
用
く
だ

さ
い
。
講
座
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　講座の様子

　役場職員向けに行った講座

問い合わせ先
役場介護環境課地域包括係

☎（86）1153［直通］

広報ながしま  2023年３月号  ｜  10答え）①とうがらし②ぼうりんぐ③きりたんぽ④うるうどし⑤ばいおりん⑥しんぶんし⑦せんたくき⑧にらめっこ⑨すいはんき⑩きびだんご

〇
日
時

４
月
14
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

〇
場
所

町
文
化
ホ
ー
ル

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

次の文字を並び替えて
言葉を完成させましょう。

①
が
と
う
し
ら

②
ぐ
ん
ぼ
う
り

③
ぽ
り
た
ん
き

④
ど
う
し
う
る

⑤
お
り
ば
い
ん

⑥
ぶ
ん
し
し
ん

⑦
た
せ
ん
く
き

⑧
に
っ
こ
め
ら

⑨
き
ん
は
す
い

⑩
び
ん
ご
だ
き



問い合わせ先
鹿児島地方法務局川内支局

☎（22）2300

相
続
登
記
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

不
動
産
の
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。

相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
所
有
者
が
直
ち
に

判
明
し
な
い
土
地
は
、
管
理
や

利
用
が
難
し
い
た
め
、
公
共
事

業
や
復
旧
・
復
興
事
業
の
妨
げ

と
な
っ
た
り
、
隣
接
す
る
土
地

に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
り
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
所
有
者
不
明
土
地
」

の
問
題
解
消
に
向
け
て
、
不
動

産
の
登
記
に
関
す
る
ル
ー
ル
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

詳
細
は
法
務
省

ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

２
月︽
如
月
︾
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５
日（
日
）

６
日（
月
）

８
日（
水
）

９
日（
木
）

10
日（
金
）

11
日（
土
）

12
日（
日
）

13
日（
月
）

14
日（
火
）

15
日（
水
）

16
日（
木
） 獅

子
島
ウ
ォ
ー
ク（
獅
子
島
）

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
お
披
露
目
会

　
　
　
　
　
（
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
）

鹿
児
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

　
　
幹
事
会・第
３
回
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
会（
東
京
都
）

鹿
児
島
県
市
町
村
長
研
修
会

鹿
児
島
県
町
村
会
定
期
総
会

鹿
児
島
県
町
村
Ｉ
Ｃ
Ｔ・Ｉ
Ｏ
Ｔ
利
活
用

　
　
　
　
　
　

推
進
協
議
会（
鹿
児
島
市
）

令
和
４
年
度
鹿
児
島
県

　
　
　
　
　
　

原
子
力
防
災
訓
練（
役
場
）

ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

平
尾
地
区
避
難
施
設
地
鎮
祭（
平
尾
地
区
）

県
土
木
部
長
へ
の
県
道
改
良
要
望（
県
庁
）

知
事
へ
の
各
種
事
業
推
進
要
望（
県
庁
）

Ｊ
Ａ
農
政
協
議
会（
出
水
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

（
公
財
）日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
第
３
回
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・臨
時
評
議
員
会

離
島
架
橋
関
係
自
治
体
連
絡
会（
東
京
都
）

北
薩
地
域
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

　
　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会（
さ
つ
ま
町
）

（一社
）鹿
児
島
県
治
山
林
道
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

新
生
活
運
動
連
絡
協
議
会（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

国
保
運
営
協
議
会

介
護
保
険
事
業
策
定
委
員
会・

　
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会

健
康
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
委
嘱
状
交
付

　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

野
村
亜
希
さ
ん
表
敬
訪
問（
役
場
）

三
県
架
橋
地
域
間
交
流

　
　
　
　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー
大
会（
出
水
市
）

鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
定
例
会

鹿
児
島
県
農
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

ぽ
ん
ぽ
こ
村
表
敬
訪
問（
役
場
）

「
さ
つ・長・湧
水
連
絡
会
議
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
長
等
会
議（
町
内
）

17
日（
金
）

20
日（
月
）

21
日（
火
）

25
日（
土
）

27
日（
月
）

28
日（
火
）

語
り
︑
動
き
ま
す
︒

町
長
動
静

不 動 産 登 記 推 進 イ メ ー ジ
キャラクター「トウキツネ」



ぶ
り
奨
学
金
補
助
金
申
請

　
ぶ
り
奨
学
金
制
度
の
連
携
金
融
機
関
で
あ
る

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
か
ら「
ぶ
り
奨
学
ロ
ー

ン
」の
元
金
・
利
息
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
か

た
は
、利
子
お
よ
び
元
金（
対
象
者
の
み
）に
相

当
す
る
額
の
補
助
金
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
ぶ
り
奨
学
金
補
助
金
申
請
を
さ
れ
る
か
た

は
、次
の
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
子
相
当
分
は
、特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
、３
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
請
求
で
き
ま
す
が
、

元
金
相
当
分（
対
象
者
の
み
）は
、毎
年
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
必
要
な
も
の

・
ぶ
り
奨
学
ロ
ー
ン
の
返
済
額
を
証
明
す
る
書
類

・
申
請
さ
れ
る
保
護
者
な
ど
の
印
鑑

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

・
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書

・
預
金
通
帳
の
写
し
な
ど（
初
め
て
申
請
さ
れ
る
か
た
）

〇
提
出
期
限

　
４
月
28
日（
金
）

◎
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
☎（
88
）５
６
７
９［
直
通
］

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

　
町
で
は
、国
が
創
設
し
た「
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
」を
活
用
し
、妊
娠
期
か
ら
出

産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ
る

「
伴
走
型
相
談
支
援
」と
、経
済
的
支
援
と
し

て「
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
」の
支
給
を

２
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
伴
走
型
相
談
支
援
】

　
保
健
師
な
ど
が
、妊
娠
届
け
出
時
や
妊
娠

８
カ
月
頃
、新
生
児
訪
問
な
ど
で
面
談
を
実

施
し
ま
す
。
面
談
で
は
、妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
に
関
す
る
不
安
や
体
調
な
ど
の
相
談
を

受
け
、状
況
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

提
供
な
ど
を
し
ま
す
。
困
り
ご
と
が
あ
る
場

合
に
は
、利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
方

法
な
ど
を
一
緒
に
考
え
、解
決
に
向
け
て
継

続
的
に
支
援
し
ま
す
。

【
出
産
応
援
給
付
金（
妊
娠
の
届
出
を
し
た
か
た
】

〇
対
象
者（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た
）

・
事
業
開
始
日
以
降
に
妊
娠
の
届
出
を
し
た

・
産
科
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
、妊
娠
の
事

実
を
確
認
し
た

・
妊
娠
届
出
時
な
ど
に
保
健
師
な
ど
と
面
談

し
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た

・
他
の
自
治
体
で
国
の
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い

〇
支
給
額

　
妊
婦
１
人
に
つ
き
５
万
円

〇
申
請
方
法

　
妊
娠
届
出
時
に
保
健
師
な
ど
と
面
談
さ
れ

た
妊
婦
へ
申
請
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
妊
娠
届
出
に
代
理
の
か
た
が
来
ら
れ
た
場

合
、申
請
書
は
お
渡
し
で
き
ま
せ
ん
。

【
子
育
て
応
援
給
付
金（
出
産
し
た
か
た
】

〇
対
象
者（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た
）

・
事
業
開
始
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る

・
新
生
児
訪
問
な
ど
で
保
健
師
な
ど
と
面
談

し
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た

・
他
の
自
治
体
で
国
の
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い

〇
支
給
額

　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
５
万
円

〇
申
請
方
法

　
新
生
児
訪
問
な
ど
で
保
健
師
な
ど
と
面
談

さ
れ
た
か
た
へ
申
請
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

し
尿
処
理
運
搬
料
金
を
改
定

　
近
年
の
人
件
費
の
上
昇
や
燃
料
費
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
、４
月
か
ら
長
島
本
島
地
区
の

し
尿
処
理
運
搬
料
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
料
金

　
18
㍑
当
た
り
１
８
０
円（
税
抜
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

高
齢
者
学
級
を
開
設
し
ま
し
ょ
う

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、各
集
落
の
老
人
ク
ラ

ブ
で
仲
間
作
り
、健
康
作
り
な
ど
を
目
的
と
し

た
高
齢
者
学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
内
容
は
、趣
味
・
教
養
、生
活
、健
康
、

福
祉
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級

単
位
で
行
う
も
の
で
す
。

　
活
動
の
方
法
は
相
談
に
応
じ
て
対
応
し
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
学
習
規
模

　
１
回
２
時
間
以
上
、年
10
回
程
度

〇
開
設
期
間

　
４
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま
で

〇
条
件

・
15
人
以
上
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で
き
る

〇
申
込
締
切

　
４
月
末

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

発
達
障
が
い
に
正
し
い
理
解
を

　
毎
年
４
月
２
日
は
国
連
が
定
め
た「
世
界

自
閉
症
啓
発
デ
ー
」、同
日
か
ら
８
日
ま
で
は

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」で
す
。

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が
い
の

か
た
は
、他
人
の
感
情
の
直
感
的
理
解
や
適

切
な
言
葉
の
使
い
方
な
ど
が
苦
手
な
場
合
が

あ
り
、学
校
や
職
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や

困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
親
の
し
つ
け
や
家
庭
環
境
が
原

因
で
は
な
く
、脳
機
能
の
発
達
に
関
係
す
る

も
の
で
、見
た
目
に
は
障
が
い
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
に
く
い
た
め
、行
動
や
態
度
で
誤

解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
特
徴
を
知
り
、正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
４
４

林
地
開
発
許
可
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
１
日
以
降
、太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
を
目
的
と
し
て
森
林
の
開
発
行
為
を
行
う

場
合
、０・
５
㌶
を
超
え
る
も
の
は
、都
道
府

県
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、３
月
31
日
ま
で
に
測
量
・
設
計
な

ど
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
必
要
な
準

備
行
為
を
終
え
た
上
で
開
発
行
為
に
着
手
し

て
い
る
場
合
は
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
森
林
経
営
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
３
６
０

家
畜
の
所
有
者
は
定
期
報
告

を
し
ま
し
ょ
う

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定
に
よ
り
、家

畜
の
所
有
者
は
毎
年
、家
畜
の
飼
養
状
況
な

ど
に
つ
い
て
県
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
１
日
時
点
の
飼
養
頭
羽
数
や
飼
養
衛
生

管
理
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
報
告
対
象

　
全
て
の
家
畜
や
家
き
ん（
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
）の

飼
養
者

〇
報
告
期
限

・
ウ
シ
、ブ
タ
、ウ
マ
な
ど

　
４
月
14
日（
金
）

・
家
き
ん（
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
）

　
６
月
15
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
畜
産
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
２
２
４

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　
「
か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
」で
は
、不
登
校
、ひ
き
こ
も
り
、ニ
ー

ト
、フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
相
談
に
対
応
し
、相

談
内
容
に
応
じ
て
助
言
や
専
門
機
関
・
団
体

な
ど
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、ま
ず
は
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
相
談
受
付
・
相
談
時
間

・
面
接
相
談

　
火
～
日
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
必
ず
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

・
電
話
相
談

　
火
～
日
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

・
メ
ー
ル
相
談

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
相
談
専
用
フ
ォ
ー
ム
を

利
用
く
だ
さ
い
。（「
か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９（
２
５
７
）８
２
３
０

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
者
個
人
と
使

用
者
と
の
間
に
生
じ
た
労
働
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
で
、双
方
の
主
張
が
対
立
し
自
主
解
決

が
困
難
と
な
っ
た
事
案
の
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
た
め
、「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
・
申
請
受
付
時
間

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
９
４
３
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広報ながしま  2023年３月号  ｜  14

100 歳のお祝い

第 13 回長島の子表彰式

NPO 法人がサクラを寄贈

１/６
（金）

１/28
（土）

１/31
（火）

100 歳を迎えた神村さん（写真右）

表彰式の様子

川添町長に苗木を手渡す吉井代表（左から２番目）

　１月６日で 100 歳の誕生日を迎えた神村ミチ
ヨさん（平尾中南）へ川添健町長からお祝いの賞
状とお祝いの品が手渡されました。
　神村さんは 100 歳になった今でも身の回りの
ことは自分で行っていて、田んぼや畑に歩いて行
きます。
　買い物や病院にも歩いて行くそうで、疲れて家
に帰ったときにテレビでゆっくり時代劇を見るの
が楽しみのひとつです。
　神村さんは「若い頃から歩くことが好きだった。

こまめに体を動かすことが長生きの秘
ひ け つ

訣につな
がっている」と話しました。

　１月 28 日、町文化ホールで第 13 回長島の子
表彰式がありました。
　これは長島町の児童生徒の優れた個性を発見
し、表彰することで、健全な心身を育むことを目
的に行われています。
　今回は小学生 90 人、中学生３人、高校生１人
が対象。川添町長から表彰状、大浦慶子教育長
からメダルを受け、式の最後には表彰者へのプレ
ゼントコンサートも開かれました。

代表で川床小６年の枦元瑛志君が「今回の表彰

で褒めていただいた自分なりの良さを大切にしな
がら、みんなのため、長島のために頑張れる人に
なりたい」とあいさつしました。

　１月 31 日、NPO 法人「How to 21 Club」（出
水市）がサクラの苗木を寄贈しました。
　同法人は自然環境の再生や保護、保全を行う
ことで観光の促進や地場産業の育成に努め、地
域社会の活性化と豊かな暮らしに寄与することを
目的に活動しています。
　今回寄贈されたサクラはヤエザクラ 10 本、カ
ワヅザクラ５本、シダレザクラ２本で、町内各地
に植栽されました。
　吉井秀之代表は「長島町はいつ来ても花が咲い
ていて、ふらっと来ても楽しめる町づくりをして
いる。この美しい町を保つ一助にしてほしい」と
話しました。

長生きの秘訣は歩くこと

みんなのため、長島のために

楽しめる町づくりの一助に
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平尾中で立志のつどい

劇団四季ファミリーミュージカル

令和４年度原子力防災訓練

１/31
（火）

２/10
（金）

２/11
（土）

将来の夢などを発表する生徒

見事な演技を見せた俳優

宮ノ浦港へ輸送される住民ら

１月 31 日、平尾中学校（松久保謙太郎校長・
39 人）で立志のつどいが行われました。
　立志とは江戸時代の成人式である「元服」にち
なんで 15 歳（数え年）になることを祝うもので、
一人ひとりが自分の目標などを立てて、人生の指
針や行動目標など自分の将来に向き合うために
行われています。
　生徒たちはそれぞれ書いた作文を発表し、将来
の夢やそのために頑張ることなど自分の将来の
行動目標を共有していました。

　２月 10 日、劇団四季ファミリーミュージカル『人
間になりたがった猫』が町文化ホールで４年ぶり
に公演されました。
　ストーリーは魔法によって人間の姿に変えられ
たネコのライオネルが、人間の町で出会った人た
ちからさまざまな人間の心について知っていくと
いう物語です。
　登場人物たちが繰り広げる躍動感いっぱいのダ
ンスや心に訴えかける歌などが物語を引き立て、
人間の素晴らしさと命や仲間の大切さを伝えてい

ました。
　会場には約 700 人が詰めかけ、見事な演技と
本格的な舞台に魅了されていました。

自分の将来に向き合う

本格的な舞台に魅了

非常時の連携を確認

２年生の鶴長竜司君は「勉強をしっかりして、
何事も楽しく悔いの残らない人生にしていきた
い」と力強く話しました。

　２月 11 日、地震により九州電力川内原子力発
電所で重大事故が発生した場合を想定した令和４
年度鹿児島県原子力防災訓練がありました。
　本町では、２年ぶりに地元住民や消防団員な
どが参加。災害対策本部の設置・運営や屋内退
避訓練のほか、原子力防災アプリを使用した避
難訓練が行われました。
　実働訓練では、田尻・火ノ浦地区が孤立したこ
とを想定し、海上自衛隊艦艇船で住民らを瀬戸
港から宮ノ浦港まで輸送。非常時の連携や安全

管理が確認されました。
　参加した住民からは「実際に避難した場合の非
常食やベッドなどを体験できてよかった」という
声が寄せられました。
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交通安全ポスターコンクール

平尾地区避難施設地鎮祭

平尾小で森林教室

２/13
（月）

２/13
（月）

２/17
（金）

受賞した児童（左から馬場さん、濱畑さん、山口君、藤後さん）

安全祈願を行う様子

クヌギを植栽する児童

　令和４年度鹿児島県小・中学生交通安全ポス
ターコンクールで伊唐小学校（松本浩輔校長・12
人）の児童４人が入賞しました。
　これは全国共済農業協同組合連合会が主催で、
次代を担う小・中学生に助け合いと思いやりの気
持ちを伝え、交通安全への意識を高めることを目
的に長年取り組まれています。
　今回は県内 207 校から、2,184 点の応募があ
り、山口愛

あ い と
叶君が県知事賞、藤後都さんが金賞、

馬場朝日さんと濱畑那月さんが銀賞を受賞しました。

　山口君は「図工の時間がきっかけで、絵を描く
のが好きになった。これからも大好きな絵を描き
続けていきたい」と話しました。

　２月 13 日、平尾の母良木地区で「平尾地区避
難施設」の地鎮祭が行われました。
　これは現在同地区の避難施設に指定されている

「老人憩いの家」の老朽化に伴い、住民の防災に
寄与する目的で建設されます。
　当日は施工業者や地元自治公民館長などの関
係者 30 人が参加し、工事の安全を祈願しました。
　同施設は令和５年度中に完成し、新たな防災
拠点として使用される予定です。

　２月 17 日、平尾小学校（宮ノ前香織校長・76
人）で森林教室が開催されました。
　これは県の森林環境教育推進事業の一環で、
森林・林業に対する理解と森林づくりへの参加を
促進するために行われています。
　当日は５年生 12 人が参加。教室で森と海のつ
ながりについて学びを深めた後、藤之元地区の
森林にクヌギ 200 本とソメイヨシノ１本を植栽・
植樹しました。
　宮瀬聖真君は「森に蓄えられた水が海に流れて
生物の栄養になっていると初めて知った。森の働
きが大切だと学べてよかった」と話しました。

大好きな絵をこれからも

住民の新たな防災拠点

森と海のつながり学ぶ

【見出し】 文字サイズ：15ポイント／行送り：25ポイント／
一行：12文字内・二行まで／フォントスタイル：ＤＢ
文字色：Y 100 + K 75



17  ｜  広報ながしま  2023年３月号

図書館リニューアルイベント

フットサルで全国大会出場

自然保護絵画コンクール

２/19
（日）

２/24
（金）

人形劇に見入る子どもたち

展示された応募作品

　２月 19 日、町立鷹巣図書館と指江図書館のリ
ニューアルイベントが行われました。
　両館は令和４年４月にリニューアルオープンして
いますが、イベントは新型コロナウイルス感染症の
影響により今回開催されることになりました。

当日は子どもや保護者約 20 人が参加。本町ＡＬＴ
（外国語指導助手）による英語の本の読み聞かせや
『三匹の子豚』のエプロンシアター（人形劇）、Ｄ
ⅤＤ鑑賞、オリジナルしおり作りなどがありました。

　訪れた子どもたちは「本がいっぱいあって楽し
い。作ったしおりは大切にしたい」と本の世界に
魅了された様子でした。

　１月８・９日に栃木県宇都宮市で開催された第
13 回Ｕ－15 女子フットサル選手権大会で、野村
亜希さん（川床中３年）が全国３位に輝き、２月
21 日に川添町長に報告しました。
　野村さんは兄の影響で小学校１年からサッカー
を始め、現在日置市の女子サッカークラブチーム

「日置 SeagullS FC」で活動しています。
　フットサルはコートやボールの大きさは違いま
すが、屋内サッカーのようなスポーツで、サッカー
の技術も磨くことができます。

　野村さんは「新チーム発足時はまとまりがなかっ
たが、試行錯誤しながら徐々に団結して、最後に
いい結果が残せてうれしかった」と話しました。

　２月上旬、第 14 回長島自然保護絵画コンクー
ルが開催されました。
　これは長島ライオンズクラブが主催で、町内の
小学１年から中学３年生までの児童・生徒を対象
に行われ、計 402 点の応募がありました。
　毎年開催されている同コンクールは、町内の豊
かな自然や憩いの場を絵に描くことで、自然環境
について考え、長島の恵まれた自然に関心を深め
てもらうことを目的に行われています。
　応募された中から、金賞・銀賞ともに 19 人ず
つが入賞し、作品は役場本所と指江支所のロビー
で展示されました。

本の世界に魅了

チーム一丸となって

自然環境について考える

２/21
（火）

川添町長に報告をした野村さん（写真左）
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町立 指江図書館　☎ 0996-88-5651 町立 鷹巣図書館　☎ 0996-86-1121
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18 歳から「大人」？　成人
にできること、できないこと

ねことことり

編著：汐文社 著：たてのひろし

新しく成人となる 18 歳の皆さん
が得られる権利や義務などにつ
いて、わかりやすく解説します。

互いの環境が違っても思いやり、
歩みよる。ねことことり、それぞ
れの視点から見える幸せとは？



 「ハッピースマイル」は、
 個人情報保護のため掲載していません。

 ご了承ください。
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 「うぶ声・お悔やみ・お礼」は、
 個人情報保護のため掲載していません。

 ご了承ください。
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令和５年

2023年３月10日金曜日 発行
（毎月第２金曜日発行）

　２月17 日、鹿児島県市町村自治会
館で開催された「自治会館ふるさと市
場」に町のＰＲに行ってきました。この
イベントは、２月16 日から３月15 日ま
で、同会場の４階が確定申告会場になっ
ており、それに併せて開催されています。
県内各地域の特産品の周知を行うため、
19 日間で18 市町村が参加し、本町も
パンフレットとミカン飴250 セットの
配布や長島で獲れた海産物の販売を行
いました。
　イベント開始前から多くのかたが訪
れ、設置したのぼり旗や観光パネルを

見て、確定申告の待ち時間に立ち寄っ
てくださるかたもいました。来場者の
中で「先週、針尾公園や行人岳に行っ
てきたが、どちらも眺めが良くとても
きれいだった。食べたお刺身も新鮮で
おいしかったのでまた遊びに行きた
い」とうれしい言葉を掛けていただき
ました。
　特産品の販売ではタコやアジの干
物類が特に人気で、幅広い年代のかた
がたにＰＲすることができました。また、
本町に訪れたことのあるかたの意見を
直接聞き、これまで以上に「おもてなし

の心」を大切にし、もっと多くのかたに
訪れていただけるような町づくりを目
指していきたいと思いました。

自治会館で町のＰＲをしてきました

Vol.31

　来場者へ町のＰＲをする二階堂さん

　会場となった自治会館



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10時～正午）
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１４９ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １９ ２０

１１

４３

１８

１０

3/26 １３/31

５

２３ ２４ ２５

３/27 ３/28

１５

２７

３/29 ３/30

２６ ２８ ２９

３０

　　　　　　　　　

○長島クリニック 88-6405
○内山病院 73-1551
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○福田クリニック 79-3775
○丸山歯科医院 68-1911
□さすえ薬局 88-6011
□本町薬局 73-3233
□トクモト薬局 62-0998
◇ にのみやこどもクリニック 62-0167

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○鶴見医院 73-0553
○ クリニック、なかむら 62-0241
○福田クリニック 79-3775
○ 太田歯科クリニック 84-4700
□長島調剤薬局 64-5555
□会営薬局阿久根店 72-5060
□ふれあい薬局 63-3070
◇ 出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎１歳６カ月検診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

◎ろばカフェ
　　　　（町文化ホール）

○平尾診療所 88-2595
○ しみずこども医院 68-0633
○恒吉医院 82-0048
○福田クリニック 79-3775
○金子歯科医院 63-2150
□すくすく薬局 72-5010
□シバタ薬局 82-0032
◇しみずこども医院 68-0633

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

　　　

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ・天ぷら油
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

　　　　　　　昭和の日

○長島クリニック 88-6405
○北国医院 72-0016
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○しお歯科医院 67-5844
□さすえ薬局 88-6011
□上野薬局 72-1016

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○ いまむらクリニック 73-1700
○ 平田整形外科クリニック 62-8801
○福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707

○山田クリニック 72-0420
○ 林泌尿器科クリニック 64-8800
○福田クリニック 79-3775
◇ こどもクリニック永松 64-1500

祝日には、国旗を掲げましょう！
●４月29日は昭和の日です。
　昭和の日は「激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の
将来に思いをいたす」ことを趣旨としています。




